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神戸市ネットモニターアンケート調査結果 

【調査結果概要】 

歯と口の健康は、糖尿病、動脈硬化、誤嚥性肺炎など、さまざまな全身の健康に影響する

ことがわかっています。神戸市では平成 28年 11 月８日に「神戸市歯科口腔保健推進条例」

を施行するとともに、平成 30 年 4 月には、「こうべ歯と口の健康づくりプラン（第２次）」

を策定し、（１）生涯、自分の口でおいしく食べる、（２）口の健康から全身の健康づくり、

（３）健康格差の縮小 の３つの目標を掲げ、歯科口腔保健事業を推進してきました。 

この度、市民の皆様の「歯と口の健康づくり」に関する意識や行動についてお伺いするた

め、ネットモニターの方々へアンケートを実施しました。 

問１ 神戸市で実施している無料の歯科健診（検診）等の受診状況をお聞きしたところ

「過去に受けたことがある・案内が届いたら受けようと思う」という意見が55％でした。 

問１―１「どれも受けたことがない・どれも受けようと思わない」を選択した方(1,009

人)に理由を伺ったところ、39歳以下では「案内を知らなかった」、60歳以上では「かかり

つけ歯科医で定期的な歯科健診を受けている」方が多いことがわかりました。 

問２ オーラルフレイル予防のために、口の機能を保つトレーニングへの参加希望日で

は、「平日」が49％と多く、土曜日が30％でした。 

問３ 生涯、自分の口でおいしく食べるために神戸市のどの事業に力を入れて欲しいか

（２項目選択）では、39歳以下は「20代・30代における歯周病検診」、40歳～59歳は「40

代以降の歯周病検診」、60歳以上は「60歳代以降のオーラルフレイル（口の衰え）対策」

が多い結果でした。若年者では「幼児期・学齢期におけるフッ化物（フッ素）の利用」に

ついても多く望まれていることがわかりました。 

問４ 歯や口の健康に関する情報の主な入手先をお聞きしたところ、年代と性別により

情報源に差がみられました。若年者ではインターネットやＳＮＳが多く、高齢者では紙媒

体の利用が多いため、紙媒体もインターネットも両方ともバランスよく使用する必要があ

るという結果でした。 

問５ 歯や口の健康について、行政に望むこと（自由記載）では、975 件のご意見を頂き 

ました。多い順に、「歯科健診を一年に一回、無料で受けたい。」など定期的な歯科健診に関

する希望が多く、次に、「義務教育で徹底的に歯科健康教育を実施して欲しい」など歯科保

健に関する知識の普及に関する希望、その次に「繰り返し広報して欲しい」など市の広報に

関する希望が多いという結果でした。 

 

今後、この結果を踏まえ、市からの広報発信の強化などを含め、歯科口腔保健事業の推進

に努めます。  

テーマ 「歯と口の健康づくり」について 

調査期間 令和 3年 12 月 9 日（木曜）～12 月 22 日（水曜） 

設問数 全 5問（分岐設問除く） 

対象モニター数 5,120 名 

回答モニター数 3,398 名（66.4%） 

参考資料３ 
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 問１  神戸市では、下記のような無料の歯科健診（検診）等を実施しています。 

 

・妊婦歯科健診 ・40歳歯周病検診 ・50 歳歯周病検診 ・60歳歯周病検診 

・後期高齢者（75歳）歯科健診 ・65歳オーラルフレイルチェック 

 

 

あなたが過去に受けた、もしくは案内が届いたら受けようと思う健診はありますか。 

 

 

 

  

1. どれも受けたことがない・どれも

受けようと思わない

30%

2. 過去に受けたことがある・案内が届いたら受けようと思う

55%

3. わからない

15%

N=3,398

1．どれも受けたことがない・

どれも受けようと思わない
40%

2．過去に受けたことがある・案内が届いたら受けようと思う
42%

3．わからない
18%

男性
N=1,107

1．どれも受けたことがない・

どれも受けようと思わない
25%

2．過去に受けたことがある・案内が届いたら受けようと思う
61%

3．わからない
14%

女性
N=2,291
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6.2%

12.7%

6.1%

32.6%

20.5%

6.4%

45.8%

3.8%

7.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 歯や口のことで困っていないから

2. 健診に行くのがめんどうだから

3. 治療になればお金がかかるから

4. 健診の案内を知らなかったから

5. 無料であることを知らなかったから

6. かかりつけ歯科医では無料健診を受けられない

から

7. かかりつけ歯科医で定期的な歯科健診を受けて

いるから

8. 歯科医院での新型コロナウイルス感染が心配だ

から

その他

N＝1,009

 問１－１  ＜問１で「1.どれも受けたことがない・どれも受けようと思わない」を選択し

た方＞その理由は何ですか。当てはまるものをすべて選んでください。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

その他 82 件 

・対象年齢に達していないため 24 件 

・会社の歯科健診があるため 13 件 他 
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1. 平日

49%

2. 土曜日

30%

3. 日曜日

17%

その他

4%
N=3398

 問２  オーラルフレイルは、口が渇く、滑舌が悪い、むせる、食べこぼす、飲み込みにく

い、噛めない食品の増加などの口の機能の衰えをいいます。放置すると、低栄養になり、４

年後にはフレイルや要介護状態になる確率が 2.4 倍になることがわかっています。 

口の機能は、専門家によるトレーニング（お口の体操）等により改善されます。もしご自身

が参加するなら、どの曜日が参加しやすいですか。あてはまるものを１つ選んでください。 

 

 

 ,  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 119 件 

・時間による。行ける曜日で。 36 件 

・必要性を感じない。参加するつもりはない。考えていない。 31 件 

・いつでもいい。 22 件  他  

N=3,398 

35

238

448

356

336

267

53

249

330

274

99

17

57

129

200

128

48

17

5

19

31

28

16

18

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１８～２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代以上

オーラルフレイルトレーニングを受けたい曜日

1.平日 2.土曜日 3.日曜日 その他

N=3,398
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 問３  生涯、自分の口でおいしく食べるために、どのような事業に力を入れて欲しいです

か。特にあてはまるものを２つまで選んでください。（複数回答） 

 

 

 

その他 

・小学校で歯科健康教育を徹底する。歯の大切さを教える。 19 件 

・妊婦の歯科健診、定期歯科健診の無償化 11 件 他 

 

  

18.3%

28.3%

20.7%

39.8%

36.6%

11.1%

2.9%

15.8%

3.3%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 乳幼児の保護者への歯科健康教育（歯みがき指

導など）

2. 幼児期・学齢期におけるフッ化物（フッ素）の利用

3. 20代・30代における歯周病検診

4. 40代以降の歯周病検診

5. 60歳代以降のオーラルフレイル（口の衰え）対策

6. 寝たきり者への訪問歯科診療・訪問口腔ケア

7. 障がい者への歯科診療

8. 口腔がん検診

9．特になし

その他

N=3,398
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 問４  歯や口の健康についての情報は、どのような媒体から入手することが最も多いで

すか。あてはまるものを１つ選んでください。 

 

 

 

 

その他  97 件 

・かかりつけの歯科医院 53 件 

・インターネットや SNS から 28 件 他 

  

1. 行政など公的機関からのポ

スター・ちらし等の紙媒体（広報

紙KOBE含む）

21%

2. 行政など公的機関のホー

ムページやＳＮＳ

6%

3. 病院・歯科医院・薬局などの

ホームページやＳＮＳ

25%

4. ＴＶ・ラジオなどの

企業ＣＭ・情報番組

18%

5. 新聞・雑誌

7%

6. 家族・友人・知人から

6%

7．特になし

14%

その他

3%

N=3,398



 

17 

 

参－ 

 

0
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43

42

46

47

5

8

37

22

15

19

15

32

62

64

54

41

4

23

27

57

32

31

0

5

16

15

29

27

5

6

12

11

7

9

9

25

52

31

29

29

0

3

3

15

11

7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１８～２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代以上

問４ 男性 N=1,107

13

114

161

116

55

35

5

27

35

26

9

9

37

153

212

109

64

16

22

70

149

129

58

13

1

11

32

55

30

17

15

43

50

19

17

6

14

81

99

63

32

11

5

9

19

12

11

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１８～２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代以上

問４ 女性

1. 行政など公的機関からのポスター・ちらし等の紙媒体（広報紙KOBE含む）

2. 行政など公的機関のホームページやＳＮＳ

3. 病院・歯科医院・薬局などのホームページやＳＮＳ

4. ＴＶ・ラジオなどの企業ＣＭ・情報番組

5. 新聞・雑誌

6. 家族・友人・知人から

7. 特になし

その他

N=2,291
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 問５  歯と口の健康づくりについて、行政に望むことがあればご入力ください。  

 

■ 定期健診に関する希望 263 件  

・歯科健診を一年に一回、無料で受けられたら有難いです。 

・健康診断の項目に入れば、良いと思う。 

・各節目の年齢層で無料の歯科健診を受けさせて欲しい。 

・かかりつけの歯科医院で受診しても補助が出る制度。 

 

■ 歯科保健に関する知識、習慣づけに関する希望 198 件 

・乳幼児期から義務教育期間に、徹底的に歯科健康教育を実施してほしい。 

・学校に歯科の専門家を招いて口腔ケアの正しい方法や知識を学ぶ機会を作ってほしい。 

・小学校で歯磨きやフッ素うがいを、希望者だけでもやらせてほしい。 

・誰でも見られるように年齢別の歯みがき動画などをアップしてほしい。 

 

■ 広報に関する希望 137 件 

・若い世代に繰り返し周知徹底して広報してほしい。 

・高齢者にとっては、紙媒体の情報発信が一番わかりやすいし、利用しやすい。 

・デジタルネイティブ世代へは、ネット中心の発信で構わない。 

 

■ 事業に関する希望 73 件 

・高齢者や障がい者、乳幼児のための口腔ケアには、どんどん力を入れていただきたい。 

・高齢者への特定健康診断の際に、歯や口の健康関係も何か盛り込めないでしょうか？ 

・若いうちからが大事なので、20 代・30 代などへ歯周病の啓発や検診をした方が良い。 

 

■ 自費診療の補助・保険適用の拡大に関する希望 59 件 

・ブリッジやインプラント、入れ歯等の保険適用範囲の増加。 

・審美目的ではなく健康目的での歯列矯正は保険適用にしてほしい。 

・フッ素を無料サービスで行ってほしい。 

 

■ 要支援者へのサポートに関する希望 45 件 

・「寝たきり者」に加えて「要介護者」も訪問歯科健診の対象に加えてほしい。 

・子どもの健診と同時に保護者の健診もやってもらうことができれば安心できる。 

・認知症の方や障害児者といった自分で意識できない人たちへの働きかけをしてほしい。 

 

■ その他  

 ・コロナの影響で幼児健診時にフッ化物塗布がされなかったが、して欲しい。 

・良い歯医者を紹介してほしい。 

 

全 975 件のご意見をいただきました。ありがとうございました。 
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【性別】 【年代】 

  

【区】 【職業】 

  

 

 

男性

33%

女性

67%

N=3,398

１８～２０歳代

4%

３０歳代

19%

４０歳代

30%

５０歳代

23%

６０歳代

15%

７０歳代以上

9%

N=3,398

東灘区

15%

灘区

10%

中央区

11%

兵庫区

6%
北区

13%

長田区

5%

須磨区

12%

垂水区

14%

西区

14%

N=3,398

フルタイム

35%

アルバイト・パート

（契約・派遣含む）

20%

自営業・自由業

5%

家事専業

24%

学生

2%

無職

11%

その他

3%

N=3,398


